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第 13 回 沖縄観光業界の課題の解決 

（知的資産経営と経営目標） 

 

  T216 月(1)法 103 

平成 21 年 1 月 26 日 

観光業界の経営分析 

 

№          内      容              参 考 等 
 
  
 ＢＳＣ（バランス・スコアカード）とは IT ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ協会ｾﾐﾅｰ 

  IT 投資ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

 ・バランス・スコアカードは、企業の戦略的な目標 作成 WG主査 宗平順巳氏 

 がいかに達成されたかを評価するためのツールで、 ﾊﾞﾗﾝｽ･ｽｺｱｶｰﾄﾞの使い方 

 ロバート・カプランとデビット・ノートン（米国） がよくわかる本(中央経済社) 

 が提唱したものである。 松山真之助著 

  などから 

 ・トップマネジメントが仮に従業員に「業界でトップ 

 になれ」「経営を効率化しろ」と言ったにしても、 

 このような崇高なスローガンでは現場の行動指針と 

 しては有効に機能しない。 

 

 ・そこで、バランス・スコアカードを使うことで、ビ 

 ジョンや経営方針をわかりやすい言葉に置き換えて 

 機能させることができる。 

 

 ・そこで、BSCでは、次の 4つの視点から企業の業績 

 を評価する。 

 

 〈財務の視点〉 

 財務の尺度は、過去の活動の経済的な成果を客観的 

 に要約できる。 

 例）売上高、売上利益率、投資利益率、キャッシュ 

 フロー等 
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 〈顧客の視点〉 

 顧客と市場のセグメントを識別し、ビジネス・ユニ 

 ットの業績を測定する。 

  例）顧客満足度調査の結果、新規顧客の開拓、リピ 

 ート率、対象マーケットのシェア等 

 

 〈内部ビジネス・プロセスの視点〉 

 顧客満足度に最大のインパクトを与え、企業の財務 

 目標を達成するための内部プロセスに焦点が置かれ 

 る。 

 例）サイクルタイム、仕損じ発生率、納期、落札率、 

 事故率、やり直し作業等 

 

 〈学習と成長の視点〉 

 長期的な企業の成長を可能にするのは、人、システ 

 ム、手続の改善によってである。 

 例）社員教育の数、資格の取得、提案件数、改善率 

 指標等  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 










